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研究成果の概要（和文）：2010年末以降に顕在化した、いわゆる「アラブの春」を契機として、それまで米国と
親米権威主義諸国の「共犯関係」の下で維持されてきた「非リベラルな覇権秩序」 の脆弱性、そして米国が既
に中東において引き続き覇権的影響力を行使していく意思もパワーも欠いているという事実、これら2つが白日
の下に晒される結果となった。それでは、胎動しつつある新しい中東地域秩序とはいかなるものであるのか。本
研究では、主として「アラブの春」以降のペルシア湾岸地域に焦点を当て、「中東の地域秩序形成において域外
大国はどのような役割を果たしているのか」という問いに答えを見出すことを目的とした。

研究成果の概要（英文）：The so-called "Arab Spring" that emerged after the end of 2010 exposed the 
fragility of the "illiberal hegemonic order" that had been maintained under the "complicity" of the 
U.S. and pro-U.S. authoritarian Arab regimes, and the fact that the U.S. already lacks the will and 
power to continue to exert hegemonic influence in the Middle East. 
Then, what kind of new regional order is emerging in the Middle East? This study focuses mainly on 
the Persian Gulf region after the Arab Spring, and aims to find an answer to the question, "What 
role do extraterritorial powers play in the formation of the regional order in the Middle East?

研究分野：中東地域研究、国際安全保障論

キーワード： 中東　国際政治　安全保障　地域秩序　アメリカ　ロシア　中国　軍事

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中東は我が国にとってもきわめて重要な地域である。第一に、ペルシャ湾岸地域には世界全体の原油確認埋蔵量
の約半分が眠っているとされ（2017年時点）、我が国は同地域に石油・天然ガスのほとんどを依存している。第
二に、中東地域は地政学的な意味で激動の国際政治において焦点となることが多く、この地域の政治情勢に通じ
ていないと外交的な駆け引きにきわめて不利になる。こうしたことから、中東地域秩序を正面から研究し、その
ダイナミズムの一端を明らかにした本研究は大きな学術的・社会的意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

 本研究課題を最初に企画したのは 2010 年代後半であるが、2010 年末以降に中東各地で顕在

化した、いわゆる「アラブの春」を経て、中東地域秩序には様々な混乱が生じていた。「アラブ

の春」を契機として、それまで米国と親米権威主義諸国の「共犯関係」の下で維持されてきた「非

リベラルな覇権秩序」1の脆弱性、そして米国が既に中東において引き続き覇権的影響力を行使

していく意思もパワーも欠いているという事実、これら 2 つが白日の下に晒される結果となっ

た。そうだとすれば、胎動しつつある新しい中東地域秩序とはいかなるものであるのか。これが

本研究課題を開始した当初の漠然とした問題意識であった。 

  

２．研究の目的 

 

 以上の背景を踏まえ、本研究の目的は、主として「アラブの春」以降のペルシア湾岸地域に焦

点を当て、「中東の地域秩序形成において域外大国はどのような役割を果たしているのか」とい

う問いに答えを見出すことであった。その上で、地域秩序を分析するための一般化された新たな

枠組みを提示することを目指した。 

 具体的には、①域外大国がどのような中東地域秩序観を構想しているのか、②その実現のため

にどのような戦略を追求しているのか、③域内主要国がこうした域外大国の戦略をどう利用し

ているのか、を明らかにする。そして、中東の地域秩序は域外大国と域内主要国の秩序観の競合

の場として構築されている、との仮説を検証することを本研究課題の目的とした。 

 

３．研究の方法 

  

 本研究は、主として文献・資料調査、および関係者へのインタビュー調査を通じて遂行された。

そして、各国の専門家を研究分担者・協力者に加え、申請者はそれぞれの研究を統括すると共に、

                                                   
1 「非リベラルな覇権秩序」という用語は言うまでもなくジョン・アイケンベリーらの論じる「リベラルな
国際秩序」という概念に着想を得たものである。アイケンベリーによると、第二次世界大戦以降、国際社
会は米国主導の下で「リベラルな国際秩序」を段階的に発展・拡大させてきたという。ここでいわれる「リ
ベラルな国際秩序」とは、大まかにいえば、自由で民主主義的、そして開放的な市場経済システムを採用
する諸国家が、国際制度や国際機関を通じて多国間協調や安全保障協力を実現しているような「規則に基
づく（rules-based）」国際秩序を意味する。そして、パワーのあらゆる側面で圧倒的な優位を誇る米国は、
そうした秩序を主導する「リベラルな覇権国家（liberal hegemony）」としての役割を果たしてきたという。
実際、冷戦終結を契機として、東アジア、東欧、南米諸国の多くが民主化を実現し、グローバルな国際経済
秩序に統合されていった。また、冷戦期には米ソ対立の影響からほとんど機能していなかった国際機関―
―たとえば世界貿易機関（WTO）や国際通貨基金（IMF）など――も、その機能や影響力を徐々に拡大し
ていった。1945年以降、様々な紆余曲折を経ながらも、世界は「リベラルな国際秩序」の方向へと確実に
歩みを進めてきた。しかしながら、中東情勢の展開は一貫して、とりわけ冷戦終結以降は米国主導の下で、
こうした国際社会全体の趨勢に逆行してきたのであり、この意味でそれは「非リベラルな覇権秩序」と表
現できよう。「リベラルな国際秩序」については、G. John Ikenberry, Liberal Leviathan: The Origins, Crisis, and 
Transformation of the American World Order (Princeton, NJ: Princeton University Press, 2011); Michael Mandelbaum, 
The Ideas that Conquered the World: Peace, Democracy, and Free Markets in the Twenty-first Century (New York, 
NY: PublicAffairs, 2004) を、それに対して米国が第二次世界大戦後一貫して「リベラルな国際秩序」を追求
してきたとする議論が歴史的現実に合致しないとの批判については、Graham Allison, “The Myth of the Liberal 
Order: From Historical Accident to Conventional Wisdom,” Foreign Affairs, Vol.97, No.4 (July/August 2018), pp. 124-
133を、それぞれ参照。 



冷戦終結以降の中東地域秩序の変遷を包括的に分析し、そのなかでの湾岸情勢の位置付けや新

しい秩序のありかたを考察していった。 

 本研究課題の構成メンバーは以下の表の通りである。 
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 ただし、2020 年初頭以降に世界中で猛威を奮っている新型コロナ・ウィルスの影響により、

2020 年度に予定していた海外調査や国際学会における成果発表が実施できなくなってしまった。

この点は悔やまれる結果である。 

 

４．研究成果 

 

 中東は我が国にとってもきわめて重要な地域である。第一に、ペルシャ湾岸地域には世界全体

の原油確認埋蔵量の約半分が眠っているとされ（2017年時点）、我が国は同地域に石油・天然ガ

スのほとんどを依存している。第二に、中東地域は地政学的な意味で激動の国際政治において焦

点となることが多く、この地域の政治情勢に通じていないと外交的な駆け引きにきわめて不利

になる。こうしたことから、中東地域秩序を正面から研究し、そのダイナミズムの一端を明らか

にした本研究は大きな学術的・社会的意義を有する。本研究課題を通じて、そうした中東におけ

る政治秩序の問題について、多くの研究成果を世に問うことができたと自負している。 

 まず、本研究課題の遂行を通じて、中東における地域的安全保障上の特徴とでもいうべきもの

を炙り出すことができた。それは概ね次の三点にまとめられる。第一に、地域の諸国家は非民主

主義的で統治能力が低く、非国家政治主体の存在感が顕著である点。第二に、国家間紛争を解決

するための有効な地域組織・制度が不在である点。そして第三に、域外大国の影響力が際立って

おり、地域秩序は域外大国と域内主要国との相互作用によって形成されるという点、である。  

 1990 年代以降、米国の覇権的影響力の下で、こうした地域安全保障上の特徴（あるいは脆弱

性）が実際の軍事紛争へと結実することはほぼなかった。だが、2011年以降、米国主導の覇権秩

序が急速に綻びを見せるなかで、これらすべての特徴が複合的に組み合わさり、地域秩序に大き

な動揺をもたらしているのである。 

 また、米国の中東に対する関与の度合いが低くなっていくなかで、米国以外の域外大国や域内

主要国の影響力と行動の許容範囲は相対的に大きくなりつつある。事実、「アラブの春」以降、 

伝統的な地域大国（エジプトとシリア）がそのパワーと影響力を大きく減退させる一方、サウジ

アラビアやイスラエルは新たな地域秩序構築に向けて主導的役割を担おうと積極的な外交を展

開するようになっており、これがサウジ・イラン間の対立を深刻化させている。 

 そうしたなかで、本研究課題と通じて、中東地域秩序の将来を見通す上で中国の動向がとりわ



け注目に値するとの知見が得られた。アジアから欧州にまで広がる広大な経済圏構築戦略、すな

わち一帯一路構想を進める中国にとって、アジアと 欧州の中間に位置する中東は無視し得ない

要所であり、同地域の持つ地政学的重要性は近年ますます向上しつつある。ただ、多くの研究者

が指摘しているように、中国にとって中東はあくまで二義的な重要性しか有さない地域である。

同国の中東関与は依然として経済的な側面に限定されており、米国がこれまで果たしてきた（覇

権国という）役割を同国が肩代わりする可能性は（少なくとも近い将来においては）きわめて低

い。それでも、経済力をテコとした中国の影響力は近年、中東諸国にとって無視できないものと

なりつつあり、中東における中国の経済的権益が拡大するにつれてそれを軍事的に防衛する必

要性も高まっていくだろう。他方で、中東地域秩序に与える中国外交のインパクトについては、

これまでにほとんど研究がなされてこなかった。ゆえに、今後の課題としては、中国の影響力の

相対的拡大が中東地域秩序に与えるインパクトを検証することは急務であると言える。 
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